
⽂化庁委託事業「令和 5 年度 障害者等による⽂化芸術活動推進事業」 
舞台⼿話通訳者の⼈材育成および実践普及、鑑賞サポート啓発 

 

全国への舞台⼿話通訳派遣 公募プログラム 
募集要項（⼆次募集） 

 

 
１. 趣旨⽬的 
本事業は舞台⼿話通訳や⼿話監修者の実践の場を創出しながら、ろう者、難聴者の鑑賞機会の充実に

向けて全国の劇場・⾳楽堂等や芸術団体等と協働し、アクセシビリティの充実した公演制作の普及啓発
を⽬指すものです。公募で選ばれた取組に、NPO 法⼈シアター・アクセシビリティ・ネットワーク(以
下、TA-net)が公演内容に応じて舞台⼿話通訳及び⼿話監修を派遣し、コーディネーターが稽古から本
番開催までサポートします。  
 
２. 特⾊   
・舞台⼿話通訳、⼿話監修、アシスタント通訳、コーディネーターを派遣します。 
・TA-net から派遣するスタッフの謝⾦・旅費は、⽂化庁委託⾦にて負担します。 
・ろう者、難聴者を対象としたアクセシビリティサービス(広報・受付対応含む)についてご提案します。  
・公演には、ろう者・難聴者によるモニターが参加し、ブラッシュアップに向けたフィードバックを⾏

います。  
 
３. 募集事業 
舞台⼿話通訳を導⼊したい演劇公演等 (※ジャンルは問いません)   
 
４. 提出締切 
令和 5 年 7 ⽉ 10 ⽇(⽔) ※採択通知は 7 ⽉下旬頃を予定 
（審査の流れについては「17. 申請から採択、実施までの流れ」をご覧ください）  
 
５. 申請⽅法 
右記フォームよりお申し込みください。 ( https://forms.gle/3WSRVL7xre4cC2Vq8 )  
※応募前に前年度の成果報告会映像(参考映像)をご覧ください。 
視聴申し込みは、Google フォーム( https://forms.gle/WrQi4G78q4or7qWt6 ）からお願いします。 

 
６. 申請にあたっての注意点 
・1 団体が申請できるのは、1 事業までとなります。  
・事業実施においては、新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌に⼗分にご配慮ください。 
・他の補助⾦との重複申請となる場合には、申請先に確認のうえお申し込みください。 
 
７. 対象者 
・舞台芸術等の表現活動を継続して⾏なっている団体等  
・舞台⼿話通訳を含めた観劇サポートに関⼼を持ち、継続して取り組む意志のある団体等  

※劇場、芸術団体、実⾏委員会等、組織体制は問いません。 
※個⼈からの申請の際には実施体制について確認をさせていただきます。 

 



 
８. 申請団体の⾃⼰負担⾦(委託料)について 
A 枠： 5 万円：1時間の公演(ステージ数 1回)程度  
B 枠：10 万円：2 時間の公演(ステージ数 1 回)程度  
 
＜委託業務に含まれる内容＞ 
・舞台⼿話通訳 1~2 名  
・⼿話監修者 1〜2名 (オンライン稽古・現地⽴ち合い)    
・アシスタント通訳 1〜2名 
・コーディネーター1 名  
・上記スタッフの旅費   ※ホテル、新幹線・⾶⾏機代(1 往復分まで)   
・告知動画制作の協⼒  
・アクセシビリティ対応および、広報へのアドバイス  
・鑑賞モニターの⼿配(ろう者・難聴者) 

※公演回数、取組内容、開催地域に応じて追加料⾦が発⽣する場合がございます。 
   想定している公演内容を申請時に全てお書きください。 

 
９. 事業実施期間 
令和 5 年 9⽉〜令和 6 年 1 ⽉末頃 
公演内容、および他の採択事業とのスケジュール調整により、お受けできない場合がございますので、
ご了承ください。 
 
 
１０. 審査において評価する点（全てに該当している必要はございません） 
・舞台⼿話通訳の導⼊事例が少ない地域(北海道、東北、北関東、北陸、甲信越、中国、四国、九州 
沖縄)において実施する公演 

・地元の聴覚障害者団体との連携がある、または今後関わりを作る意欲がある団体 
・地元の公⽴⽂化施設や⽀援センター(※)との連携がある、または今後関わりを作る意欲がある団体 
 (※厚⽣労働省「障害者芸術⽂化活動普及⽀援事業 ⽀援センター」) 
・将来、継続して舞台⼿話通訳導⼊を検討している団体 
・啓発素材として本番を含む画像や⼀部映像の提供が可能であること 
・舞台⼿話通訳導⼊のために⼗分な時間や体制が確保された公演 

※再演の際は公演動画を事前に提供いただけると、より良い観劇サポートが提供できます。 
 
 
１１. NPO 法⼈シアター・アクセシビリティ・ネットワーク(TA-net)とは 

聴覚障害を持つ当事者が中⼼となって、「みんなで⼀緒に舞台を楽しもう!」を合⾔葉に、障害があ
っても気軽に劇場に⾜を運べる社会作りを⽬指し、シンポジウム開催や情報発信サイトの⽴ち上げな
ど様々な活動を実施。2013年より⽀援に関する意識調査、観劇サポートのあり⽅の研究および発信に
取り組み、2018 年より全国各地で舞台⼿話通訳養成講座を開講、現在は実践に取り組んでいます。 
 2022年、「舞台⼿話通訳者の⼈材育成および実践普及、観劇サポート啓発」(⽂化庁委託事業 令和
4年度「障害者等による⽂化芸術活動推進事業」）により全国 5箇所において舞台⼿話通訳付き公演
の実施サポートを⾏いました。  
 
＜受賞歴＞ 第 14 回読売福祉⽂化賞（2016年）、第 8回⽷賀⼀雄記念賞未来賞（2022年） 
 団体ホームページ http://www.ta-net.org 
 



 
１２. 舞台⼿話通訳に関する参考映像 
・舞台演劇に⼿話通訳を！〜演劇の⾨⼾ 広げます〜   https://youtu.be/KiRiREFvKbw  
・舞台⼿話通訳・字幕・⾳声ガイドつき演劇「メゾン」   https://youtu.be/Yh28s1FS07E  
・朗読劇「かもめ」⼿話告知（字幕あり）   https://youtu.be/kTTZsP-h52Y  
・⾳楽劇「枇杷の家」⼿話告知（字幕あり）   https://youtu.be/T5Z9bT2ATkk  
 
 
１３. 各⽤語説明 
 
・舞台⼿話通訳付き公演： 
 ⼀般的な⼿話通訳とは異なり、演出家の指導のもと通訳者も 1 ⼈の出演者として舞台上に⽴ち、時

にはともに演じながら台詞や情景を観客に伝える⼿法です。ろう者・難聴者に向けたアクセシビリ
ティの⾼い演出を実現します。  

 
・舞台⼿話通訳者： 
 舞台の世界観を損なわずにセリフや⾳楽などの⾳情報を⼿話通訳します。 
 
・⼿話監修者： 
 ろう者の視点で適切な⼿話表現のアドバイスを⾏います。 
 
・アシスタント通訳： 
 劇場、劇団、舞台⼿話通訳者、⼿話監修者らの間で通訳を⾏う他、稽古がスムーズに進むようサポー
トを⾏います。 

 
・コーディネーター： 
 主催者との舞台⼿話通訳者、⼿話監修者間での調整を担当します。 
 
 
１４. 採択された団体へのお願い 
・TA-net との共同事業である旨、広報物等に明記してください。 
・事業実施の経過を報告いただくと共に、本事業で得た成果を広く発信するため HP や SNS等にて情報

公開してください。 
・TA-net の広報物やホームページ等でも宣伝や報告を⾏いますので写真等の素材提供をお願いします。 
・来場者に対し、舞台⼿話通訳導⼊の感想を確認するアンケートの実施をお願いします。 
 (A4サイズ 1枚分／公演時に配布してください) 
・⼿話による告知動画の制作にご協⼒をお願いします。 
・地元の聴覚障害者、聴覚障害者センターや聴覚障害者を⽀援する NPO職員、舞台⼿話通訳導⼊に関
わる他の団体等に対し、モニター鑑賞と視察の受け⼊れをお願いします。 

 
 
 
 
 
 



 
１５. ⽀援対象とならないもの 
(1)  特定の個⼈、企業、国、地域等を誹謗中傷する作品 
(2)  ⼈種、思想、信条、居住、職業、性別等で差別し、⼜は差別を助⻑する作品 
(3)  政治、宗教活動を⽬的とする作品 
(4)  他者になりすますなど虚偽や事実と異なる作品、及び正否の確認できない噂等を掲載する作品 
(5)  広告、宣伝、勧誘、営業活動、その他営利を⽬的とする取組 
(6) 過度の暴⼒表現、性的表現など、公序良俗に反する作品 
(7) 法律、法令等に違反する内容、⼜は違反する恐れのある取組 
(8) 著作権、商標権、肖像権等の知的財産権を侵害する恐れのある内容 
(9) 本⼈の承諾なく、他の利⽤者⼜は第三者に関する、住所、電話番号、メールアドレス等の個⼈情報

を特定、開⽰、漏えいするなど個⼈のプライバシーを侵害する内容 
(10)  有害なプログラム等の送信などにより通信機器の機能を妨害し、情報を引き出し、⼜は他者のアク

セスを妨害する内容 
(11)  他の利⽤者⼜は第三者に不利益を与える内容 
(12)  特定の観客を対象とした取組（会員のみを対象とした公演等） 
(13)  慈善事業への寄付を⽬的として⾏われる取組 
(14)  その他、当団体が不適当と判断する取組 
 
 
１６. お問合せ・ご相談 
特定⾮営利活動法⼈シアター・アクセシビリティ・ネットワーク 
E-MAIL：staff@ta-net.org 
※メール受信後、3⽇以内にご回答させていただきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
17. 申請から採択、実施までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 TA-net 

公募 

フォームより申請 

第⼀次審査(書類審査) 
外部委員による審査 
書類審査の結果通知 

第⼆次審査(ヒアリング) 7 ⽉中旬 
※TA-net が実施内容や稽古スケジュール等を伺い、実施可能かを審査します 

第⼆次審査(ヒアリング)の結果通知 
実施に向けた打ち合わせと、契約の締結 

通し稽古(3 回程度)、ゲネプロ、本番へのスタッフ派遣 
※広報や受付対応へのアドバイスも⾏います 

⾃⼰負担⾦の⼊⾦ 

アンケートへの回答、 
フィードバック 

コーディネーターにより、舞台
⼿話通訳、⼿話監修を⼿配 


